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Ⅰ．はじめに

　本稿は，幼稚園教諭である小野と幼児教育
（保育）研究者である鈴木との共同研究を報告
しようとするものである。
　共同研究者の１人，小野（以下，小野保育者
と呼ぶ）は，Ａ幼稚園，３歳児クラス（14名）
の担任となった。そして翌年も，その同じ子ど
もたちの４歳児クラス（22名）を担当した。
　その３歳児クラスの中の１人，あきは，次の
ような子どもである。
　クラスのある子どもが小麦粉粘土を平たく伸
ばし，型抜きで形を切り抜いて遊んでいる。外
遊びから帰ったあきはそれをみて，小麦粉粘土
に手を伸ばす。そして，その子どもが型抜きを

使っているのをみたと思うと，黙って取ってし
まう。取られた子どもは怒って取り返そうとす
る。２人は，型抜きを取り合う。
　小野保育者は，あきがなぜこういう行動をす
るのか，その時その内面でどのようなことを感
じ思っているのか，よく分からない。それゆ
え，保育者としてどのようにかかわっていった
らよいのか，よく分からない。
　小野保育者は，この事態を打開するため，そ
の日のあきの行動を思い出し，その時あきがな
ぜこういう行動をするのか，その内面でどのよ
うなことを感じ思っているのか，捉えようとし
た。そして，その捉えたことを詳しく書いてみ
ることにした。このことを積み重ねることによ
り，少しずつではあるが，あきが内面で感じ
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思っていることに，気づき，理解できるように
なってきた。また，小野保育者は，その日の自
分のかかわりを思い出し，その時自分はあきに
どのようにかかわっていったらよいと考えたの
か，どのようにかかわったのか，そしてそのか
かわりはあきにどう影響したのか，捉えようと
した。そして，その捉えたことを詳しく書いて
みることにした。このことを積み重ねること
により，どのようにかかわっていったらよい
のか，少しずつ考えられるようになってきた。
が，同時に，自分の内面の理解は，また自分の
かかわりは，これでよかったのか，確信がもて
ず悩むということに直面することになった。
　そこで，小野保育者は，鈴木と共同研究を
行った。小野保育者は，自分の保育実践記録に
基づき，あきはなぜこういう行動をするのか，
その時の内面の思いはどのようなものなのか，
自分の理解を話した。また，その内面の理解に
基づき，保育者としてどうかかわっていったら
よいと考えたのか，どのようにかかわったの
か，そして，そのかかわりはあきにどう影響し
たのか，今自分が確信をもてずに悩んでいるこ
とも含めて，話した。鈴木は，小野保育者の実
践記録を読み，また話を聞き，あきは，その内
面でどのように感じ思っているのか，どのよう
なことをするどのような子どもであるのか――
共同研究者としての立場からの――鈴木の理解
と考えを述べた。小野保育者は，鈴木との話し
合いを通して，自らの理解とかかわりをさらに
捉え直し，次の保育実践に生かし，つなげて
いった。
　本共同研究は，このような研究方法におい
て，実施されている。それゆえ，本共同研究を
報告するにあたって，次のような構成をとりた
い。１．保育者の立場からの，小野保育者によ
る３歳児クラスにおける保育実践記録。２．小
野保育者による４歳児クラスにおける保育実践
記録。３．共同研究者としての立場からの，小
野保育者の３歳児クラス，４歳児クラスにおけ
る保育実践記録を読んでの，あきはどのような
ことをするどのような子どもであるのか，鈴木
の理解と考え。

　保育者の立場からの小野保育者による３歳児
クラスにおける保育実践記録，および４歳児ク
ラスにおける保育実践記録については，既に

「保育実践：あきの思いに寄り添って（１）」お
よび「保育実践：あきの思いに寄り添って（２）」
において，報告している。本稿，すなわち「保
育実践：あきの思いに寄り添って（３）」では，

「小野保育者による３歳児クラス，４歳児クラ
スにおける保育実践記録を読んでの，あきはど
のようなことするどのような子どもであるか，
鈴木の理解と考え」を報告する。

　本稿では，小野保育者の保育実践記録を読
んで，共同研究者としての立場から筆者（鈴
木）が理解した，３歳児クラス，４歳児クラス
における，あきはどのようなことをするどのよ
うな子どもであるのか，述べる。あきは，４歳
児クラスに進級した４月と７月，次のようにす
る。保育室で女の子どもが病院ごっこをし，玩
具を使っている。それを見て，自分も病院ごっ
こをしたい，その玩具を使いたいと思う，そし
てその思いからそのまま玩具を一方的に取って
しまう。しかし，これで終わるではない。あき
が玩具を一方的に取ってしまうことに対して，
一緒に遊んでいた子どもがあるかかわりをして
くる。そのことにより，あきは揺れ，揺れる中
でいろいろことに気づく。気づくことにより，
あきはある思いをより強くもつようになる。そ
して，あきは，強くなったその思いを胸に，７
月，友だちとかかわっていこうとする。そし
て，友だちと一緒に遊ぶためにはどのようにか
かわったらよいか考え，あるかかわり方を考え
だし，実行に移す。そして，友だちと一緒に遊
べるようになる。
　あきは，４月，７月，このようなことを行う
が，しかし，あきがここで行うことは，あきだ
けに見られることであるだろうか。それとも，
この時期の子どもの多くが共通に行うことであ
ろうか。あきと同時期の子どもを調べると，こ
の時期の子どもの多くは，一方的に取ってしま
う，ということをする。しかし，それだけでは
ない。一方的に取ってしまうことに対して相手
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の子どもがあるかかわりをしてくる。そのこと
によりいろいろ気づく。そして，その気づきか
らあることをしようとする，ということが分か
る。
　このことが分かると，「あきは，ここでは，
この時期の子どもが行うのと全く同じよう
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

に
4

，ー方的に取ってしまう・・・気づく・・あ
ることをしようとする」ということを行ってい
るのだ，ということがわかる。
　そこで，この視点，すなわち，「あきは，こ

4

の時期の子どもが行うのと全く同じように
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

，一
方的に取ってしまう・・・気づき・・・あるこ
とをしようとすること」を行っているのだとい
う視点から，４歳児クラス４月，７月，あきが
行うことを，詳細に，検討・考察する。

Ⅱ．小野保育者の３歳児クラス，４歳児
クラスにおける保育実践記録を読んで
の，あきはどのようなことをするどの
ような子どもであるのか，鈴木の理解
と考え

１．３歳児クラス，４歳児クラスにおいて，あ
きはどのようなことをするどのような子ども
であるのか。

　①　あきは，これまでに，家庭でいろいろな
ことに取り組み，「自分は～できる」「自分
は～できる自分である」という自己認識を
獲得しているのだろう。また，「自分は～
できるようになりたい」「自分は～できる
自分になりたい」と思うようになってきて
いるのだろう。幼稚園に入園してきて，あ
きは，幼稚園のいろいろなもの・人・こと
にかかわりながら，自分がそれにかかわ
ることによって，「自分は～できるように
なった」「自分は～できる自分になった」
と思うようになる所の物・人・ことを見い
だそうとする。あきは，幼稚園のいろいろ
なもの・人・ことにかかわる中で，自分が
それにかかわることによって，「自分は～
できるようになった」「自分は～できる自
分になった」と思うようになる所の物・人・

こととして，「自転車に乗ることができる
こと」「滑り台を滑ることができること」を，
見い出す。

　　　「自転車に乗ることができること」を見
い出すと，あきは，自分から自転車にかか
わっていき，自転車に乗ることができるよ
うになろうとする。そして，自転車を乗る
ことができるようになると，「自分は自転
車を乗ることができるようになった（でき
る自分になった）」と自己認識する。

　　　また，「滑り台を滑ることができること」
に見いだすと，あきは，自分から滑り台に
かかわっていき，滑り台を滑ることができ
るようになろうとする。そして，滑り台を
滑ることができるようになると，「自分は，
滑り台を滑ることができるようになった

（できる自分になった）」と自己認識する。
　　　あきは，このようにして，「自分は自転

車を乗ることができるようになった（でき
る自分になった）」「自分は，滑り台を滑る
ことができるようになった（できる自分に
なった）」と自己認識するとき，喜びを感
じる。

　②　あきは，このように，自分から自転車や
滑り台にかかわり，このように自己認識し
ていく。その中で，周りのいろいろな子ど
もに出会う。このように自己認識するとき
喜びを感じるので，その出会う子どもに心
が開かれる。あきは，心を開いていくなか
で，少しずつ，その子どもがどんなことを
しようとしているのか，どんなことができ
るのか，自分よりより上手にできるのか，
下手なのか，その子どもは自分をどんなふ
う思っているのか，自分を好きであるの
か，嫌いなのか・・・・について知っていく。

　　　あきは，「自分は～できるようになった
（自分になった）」と自分を認識している。
そこで，周りの子どもの～できることを知
ると，「自分も～できるようになりたい（で
きる自分になりたい）」と思う。そこで，
その子どものそばに行き，その子どもの～
できることを自分も～できるようになろう
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どもに比べてより（１番）上手に型を使っ
て切り抜くことができるようになりたい

（自分になりたい）」と思う。そこで，あき
は，その子どものそばにいき，そして，一
緒に，型を使って切り抜くことができるよ
うになろうとする。

　　　あきは，自分の思いを実現しようとして
実現に必要な小麦粉粘土を取り平たく伸ば
す。次に，型抜きを使って切り抜こうとす
る。だが，型抜きは，その子どもが使って
いる。あきは，自分の思いを実現するため
その型抜きを使いたい思う。そこで，その
子どもが使っているのにもかかわらず，そ
の型抜きをその思いのまま

4 4 4 4 4 4 4

取ってしまう。
その子どもも，「自分は型抜きを使って切
り抜くことができるようになりたい（自分
になりたい）」と思い，その思いを実現し
ようとして型抜きを使っている。それゆ
え，取り返そうとする。あきとその子ども
は，型抜きを取り合う。

　④　またあきは，５月――事例４の考察の所
に書かれている事例に見ることができるよ
うに――クラスの子ども達が音楽に合わせ
て踊りを踊っているのを見て，「自分は踊
ることができるようになりたい（自分にな
りたい）」「自分は，○○に比べてより上手
に踊ることができるようになりたい（自
分になりたい）」と思う。あきは，踊りに
参加し，一緒に踊る。そして踊ることがで
きるようになる。あきは，「自分は踊るこ
とができるようになった（自分になった）」
と自己認識する。また――隣で踊っている
２人の女の子と比べて――「自分は２人に
比べてより上手に踊ることができるように
なった（自分になった）」と自分を認識する。
このように認識すると，あきは，認識した
ことを，そのまま

4 4 4 4

，言ってしまう。「あな
た踊り下手やな！私は上手やで」。２人は，
あきにこのように言われて傷つき，泣き出
してしまう。

　⑤　あきは，クラスの子どもの～できるのを
見て，「自分も～できるようになりたい（自

とする。その子どものそばにいき，その子
どもと一緒に～できるようになろうとす
る。

　　　あきは――事例３に見ることができるよ
うに――４月，自転車に乗っていて，紙お
むつが気になってくる。紙おむつを交換す
るためトイレにいく。その時ある女の子と
出会う。その子どもは，「さっさと１人で
排泄を済ませ」出て行く。その時，あきは，
その子どもが１人で排泄できること，した
がって，紙おむつではなく布パンツをはく
ことができることを知る。あきは，「自分
は～できるようになりたい（～できる自分
になりたい）」と思っている。それゆえ，
その女の子どもが「１人で排泄できること」
を知ると，「自分も１人で排泄することが
できるようになりたい（自分になりたい）」
と思う。

　　　小野保育者の配慮により，あきは布パン
ツをもって登園してくる。そして自分から
布パンツをはき，三輪車に乗って遊び始め
る。途中，小野保育者が声をかけると，あ
きは――「自分は１人で排泄することがで
きるようになりたい（自分になりたい）」
と思っているので――「そうだったね」と
言い，自分からトイレにいく。そして１人
で排泄をすることができる。

　　　１人で排泄することができたとき，あき
は，「自分は，その女の子と同じように１
人で排泄することができるようになった

（自分になった）」と自己認識する。あきは，
喜びを感じる。

　③　また，あきは，事例７に見ることができ
るように，７月，１人の女の子に出会う。
あきはその姿を見て，その子どもは，小野
保育者と共に，小麦粉粘土を伸ばし型を
使って切り抜くということをしていると知
る。あきは，「自分は～できるようになり
たい（自分になりたい）」と思っている。
そこで，「自分も，小麦粉粘土を伸ばし型
を使って切り抜くことができるようになり
たい（自分になりたい）」「自分も，その子
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分になりたい）」と思う。
　　　あきは，最初の時点では，つまりその子

どもの～できることを自分がまだ～できな
いという時点では，「自分も，その子ども
と同じように～できるようになりたい」と
思う。そして，その思いを実現しようとす
る。実現すると，「自分は，その子どもと
同じように～できるようになった」と自己
認識する。あきがこのように自己認識する
ようになると，あきは，上と同じ，子ども
の～できるのを見て，「自分も，その子ど
もと同じように

4 4 4 4 4

～できるようになりたい」
と思うだけではなく，むしろ，「自分は，
その子どもに比べてより

4 4 4 4 4

～できるようにな
りたい」「自分は，その子どもに比べて１

4 4 4 4

番
4

～できるようになりたい」と思うように
なる。

　　　あきは，「自分は，その子どもに比べて
より（１番）～できるようになりたい」と
いう思いを実現しようとする。そして，実
現すると「自分は，○○に比べてより（一
番）～できるようになった」と自己認識す
るようになる。

　　　あきが，このように，ある～できること
に関して，「自分は○○に比べてより（１
番）～できるようになった」と自己認識す
るようになると，あきは，このある～でき
ることだけでなく，他のいろいろなある～
できることにおいても「自分は○○に比べ
てより（１番）～できるようになりたい」
と思うようになる。そこで，あきは，他の
いろいろなある～できることの中から，あ
る～できることを選び，「自分は○○に比
べてより（１番）その～ができるようにな
りたい」と思う。

　　　事例９に見ることができるように，あき
は，他のいろいろなある～できることの中
から，「１番早く登園することができるこ
と」を選ぶ。そして，「自分は，１番早く
登園することができるようになりたい」と
思い，その思いを実現しようとする。一方
クラスのある子どもは，「自分は，１番早

く登園することができるようになりたい」
と思い，その思いを実現しようとする。あ
きとその子どもは，「一番早く登園するこ
とができるようになること（自分になるこ
と）」を取り合う。

　　　またあきは――事例10に見ることができ
るように――他のいろいろなある～できる
ことの中から，「給食を１番早く食べるこ
とができること」を選び，「自分は，給食
を１番早く食べることができるようになり
たい」と思い，その思いを実現しようとす
る。一方クラスのある子どもが，「自分は，
給食を１番早く食べることができるように
なりたい」と思い，その思い実現しようと
する。あきは，ここでも，「給食を１番早
く食べることができるようになること（自
分になること）」を取り合う。

　⑥　あきは，４歳児クラスに進級する。
　　　あきは，３歳児クラス，５月～７月くら

いから，友だちの～できるのを見て，自分
も～できるようになりたい（自分になりた
い）」と思い，その子どもと一緒に～でき
るようになろうとする。あきは，このよう
に友だちと一緒に遊び，一緒に遊ぶ楽しさ
を味わう。一緒に遊ぶ楽しさを味わうこと
によって，「友だちと一緒に遊びたい」と
思うようになる。また，あきは，３歳児ク
ラス，１月くらいから，友だちの～できる
のを見て，「自分は○○に比べてより（１
番に）～できるようになりたい（自分にな
りたい）」と思うようになる。クラスの中
のある子どもも，「自分は○○に比べてよ
り（１番に）～できるようになりたい（自
分になりたい）」と思い，その思いを実現
しようとする。あきとその子どもは，「○
○に比べてより（１番に）～できるように
なろうとすること（自分になること）」を
取り合う。あきは，ここでは，競争すると
いう仕方で，友だちと一緒に遊び，友だち
と一緒に遊ぶ楽しさを味わう。友だちに
一緒に遊ぶ楽しさを味わうことによって，

「友だちと一緒に遊びたい」とより強く思

－87－



うようになる。
　　　しかし，４歳児クラスに進級したあきは

――進級時のクラス替えに伴い，少し顔見
知りになった子どもと別々のクラスになっ
たということもあり――一緒に遊びたいと
思うのだが，一緒に遊ぶ子どもを見つける
ことができない。一緒に遊びたいという思
いを持ちながらも，１人で遊ぶということ
が多くなった。

　　　こうしたなか，４月のある日，あきは―
―事例12に見ることができるように――次
のようにする。

　　　――以下の，あきがこのようにする，と
いう捉え方は，小野保育者が，それまで実
践記録を書き続ける中で培ってきた力で
もって，この場面に出会ったまさにその時
捉えた捉え方であり，また，小野保育者が
そのあと保育実践記録を何度も読み返す中
で，また鈴木と話し合う中で，「間違って
いなかった」と改めて確認した捉え方であ
る。また，鈴木が，小野保育者から学び，
また鈴木はあきと同時期の子どもの多くが
このようにすると捉えてきているので，深
く共感する捉え方である。――

　　　保育室で３人の女の子が病院ごっこを
し，新しい玩具（注射器，聴診器など）を
使っている。あきは，それを見て，自分も
病院ごっこをしたい，そのためその玩具を
使いたい，と思う。あきは，その思いか
ら，そのまま玩具を一方的に取つてしま
う。あきは，３歳児クラスの７月に，型抜
きを一方的取ってしまうということをして
いた。４歳児クラスに進級した４月，再
び，これと同じことをする。

　　　あきは，このように，再び，一方的に
取ってしまうということをする。だが，こ
のまま終わるのではない。あきの一方的に
取ってしまうことに対して，相手の子ども
があるかかわりをしてくる。相手の子ども
があるかかわりをしてくることにより，あ
きは揺れる。揺れる中で，あきはいろいろ
なことに気づく。気づくことにより，あき

はある思いをより強くもつようになる。そ
してあきは，より強くなったその思いを胸
に，４歳児クラス，７，10月，友だちにか
かわっていこうとし，あるかかわりをす
る。

　　　だが，あきのこのことについては，ここ
では，これ以上述べない。筆者は，本稿の
後半で，これらの場面を再び取り上げ，考
察することを予定している。それゆえ，そ
こにおいて，述べることにしたい。

２．３，４歳児クラスのあきに見られる③，④
姿は，この時期の子どもに共通に見られる姿
である

　さて，３，４歳児クラスのあきに見られる姿
を述べてきたが，これらの姿のうちあきの③，
④の姿，すなわち「自分の思いから一方的に型
抜きを取ってしまい，取り合う」という姿は，
また「○○より上手であるという自分の思いを
そのまま表現して相手を傷つけてしまう」とい
う姿は，親，保育者の多くがあまり望ましくな
いと思う姿，それゆえ直したり変えたりしてい
かなければならないと思う姿である。
　あきは，家庭では，自分の思いや欲求を，自
己抑制することなく，そのまま表現し，そのま
ま満たすよう，育てられてきている。沢山の玩
具が与えられ自分のしたい遊びをして遊ぶ。食
事は，好きなものだけ食べる。自分の思うまま
動きながら食べ，１口食べてもういらないと感
じると，そのまま遊び始める。
　あきに出会った当初，小野保育者も筆者（鈴
木）も，あきが家庭でこのように育られてきて
いることに大きく注目していた。それゆえ，あ
きの③，④の姿は，あきが家庭でこのように育
てられてきていることによるのだ，と考えよう
とした。したがって，あきの③，④の姿は――
あきが家庭でこのように育てられていることに
よるのであるから――あきだけに見られる姿，
あきだけに特有の姿であると捉えようとした。
　しかし，あきの姿をより深く捉えるため，あ
きと同時期（３歳児クラス，４歳児クラス，満
３，４，５歳）の子どもの姿も捉えようと試みた。
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そうすると，あきの③，④の姿は，なにもあき
だけに見られる姿ではなく，この時期の子ども
の多くに共通に見られる姿であるということが
明らかになってきた。
　あきに見られる③の姿，すなわち「自分の思
いから型抜きを一方的に取ってしまい，取り合
う」という姿は，例えば，同じ時期のゆうだい
という子どもの次のような姿に見ることができ
る。３歳児クラス。５月下旬～６月下旬。ゆう
だいとＯ・ゆうだいが「布団の取り合いをして
いる。Ｏ・ゆうだいの使っているのが欲しく
なってゆうだいが布団を引っ張っている」１）つ
まり，ゆうだいは，Ｏ・ゆうだいが布団にくる
まっているのを見て，自分も布団にくるまりた
くなる。しかし，２人分の布団はない。ゆうだ
いは，自分もその布団にくるまりたいという思
いを実現しようとして，そのまま――Ｏ・ゆう
だいがその布団にくるまっているのであるが
――取ろうとする。だが，Ｏ・ゆうだいも布団
にくるまりたいという思いをもち，それを実現
しようとするので，取り返そうとする。そのた
め，ゆうだいとＯ・ゆうだいは，布団を取り合
う。
　あきに見られる④の姿，すなわち「○○は下
手であり自分は上手であるという自分の思いを
そのまま表現し相手を傷つけてしまう」という
姿は，例えば，同じ時期の航という子どもの次
のような姿に見ることができる。「敦子ちゃん
が航ちゃんの家へ遊びにきた。〔中略〕二人で
絵を書きはじめた。航ちゃんは〔中略〕元気に
怪獣の絵を書き出す。敦子ちゃんも，なにやら
書き出しているが，ひとめ見ただけでは，何の
つもりやらよくわからない線だとか，点だとか
がちらばっている。航ちゃんは〔中略〕「アッ
チャン！なにかいたン」と聞く。敦子ちゃんは
何も答えない。〔中略〕「アッチャン，何も言わ
ないよ」と航ちゃんがおかあさんの方を向いて
大声で報告し，なおも敦子ちゃんの絵をしげし
げとのぞきこんで，ついに，「メッチャクチャ
や！，アッチャンの絵，メッチャクチャ」とき
めつけた。敦子ちゃんは〔中略〕途端に両腕で
絵をかくし出した（引用文中のアンダーライン

は引用者）。」２）

３．この時期の子どもは，一方的に取ってし
まって，取り合うことをして・・・いろいろ
なことに気づく。

　３，４歳児クラスのあきに見られる③，④の
姿は，この時期の子どもに共通に見られる姿で
あるということを述べたが，本稿では，以下，
このうちの③の姿，すなわち「自分の思いから
一方的に取ってしまう，取り合う」という姿に
焦点をあて，考察を深めていきたい。
　この時期の子どもは，「自分は～ができる（自
分である）」という自己認識をもつようになっ
てきている。そこで，周りの子どもの～できる
のを見ると，自分も～できるようになりたいと
思う。周りの子どもが，例えば，積み木を使っ
て自分の作りたいものを作り上げようとしてい
る。それを見ると，「自分も，積み木を使って
自分の作りたいものを作り上げることができる
ようになりたい」と思う。そこで，その子ども
のそばにいき，積み木を使って自分の作りたい
ものを作り上げることができるようになろうと
する。
　その子どもは，自分の思いを実現しようとし
て，その積み木を使おうとする。使おうとして
――相手がそれを使っているという場合であっ
ても――そのまま，取ってしまう。相手の子ど
もも，その思いを実現しようとして積み木を使
おうとするので，積み木を取り合う。
　ところで，幼稚園・保育所で，子どもが取り
合う場面を観察すると，この時期の子どもは，
自分が一方的に取ってしまうということや，取
り合うことをするということに，前もって気づ
くということは，少ない。もちろん，家庭で年
の近い兄弟などと遊び，そこで，一方的に取っ
てしまうこと，取り合うことを経験してきてい
る子どもは，幼稚園・保育所で取り合う場面に
入るとき，自分が一方的に取ってしまうという
こと，取り合うことに前もって気づく。だが，
家庭でこういう経験をしてきていない子ども
は，前もって気づくということは，少ない。
　この時期の，家庭でこういう経験をしてきて
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いない子どもは，自分の思いを実現しようとし
て，積み木を使おうとする。使おうとしてその
まま取ってしまう。取ってしまって初めて，自
分が一方的取ってしまう，ということに気づ
く。相手の子どもも，自分の思いを実現しよう
として積み木を使おうとするので，積み木を取
り合う。取り合って，初めて，自分と相手が取
り合うということに気づく。
　しかし，子どもが気づくことは，これだけで
はない。その子どもが一方的に取ってしまうこ
とをしたならば，相手の子どもは傷つけられた
と感じ，また悔しいと感じるだろう。その子ど
もは，一方的に取ってしまうとき，相手の感じ
ていることに直に触れ，気づかされる。
　あるいは，その子どもが一方的に取ってしま
うことをしたならば，相手の子どもはそのこと
を受け入れることはできず，それゆえ一緒に遊
ぼうとしなくなるだろう。このとき，相手の子
どものその思いに気づかされる。また，相手の
子どもが一緒に遊ぼうとしなくなるので，１人
で遊ばなければならなくなる。１人で遊ぶと，
１人で遊ぶことがいかに寂しいか，気づかされ
る。
　そして，子どもは，これらの気づきをもと
に，あることをしようとする。

４．この時期の子どもは，このことを，
どのように行うのか

　では，この時期の子どもは，この一方的に
取ってしまう・・・気づく・・・ということを，
どのように行うのだろうか。この時期の子ども
の，一方的に取ってしまう・・・気づく・・・
といういくつかの場面を取り上げ，このこと
を，考察する。最初に，この時期のツトムとい
う子どもの一方的に取ってしまう・・・・とい
う場面を取り上げ，次に，この時期のＡという
子どもの一方的に取ってしまう・・・・という
場面を取り上げる。

（１）ツトム　３歳児クラス
　『３歳児のイメージと表現』に載せられてい

る事例である。
　幼稚園。３歳児クラス。「保育室の中に大型
のビニール製の積み木が２セットほど置いてあ
ります。子どもたちは自分の積み木を獲得する
と，それをいろいろな形に見立て積み変えなが
ら遊びます。〔中略〕。一人一人が遊んだ後に，
各々の積み木は一ヵ所に集まり合体します。そ
してまた再び散って行ったかと思うと〔中略〕
集まります。こうした合体や分解の動きを作り
出しているのは，〔中略〕ツトムです。ツトム
は自分の周りに積み木を少しでも多く獲得した
いと思い，みんなの積み木を合わせて形の良い
ロボットや乗り物を作ろうと考えていたので
す。初めのうちは，合体したり分解したりしな
がら発車して行く事が面白くて，子どもたち
は仲間に加わっていましたが〔中略〕。ツトム
は，自分の思うような物を作り上げたい。その
ためには積み木が欲しいと言う気持ちで自分の
周りに積み木を夢中で集め始めました。ところ
が，友だちはひとりふたりとその場を離れて行
き，ツトムが気がついた時には，大きな基地に
ポツンと一人で乗っていたのです。その高い所
から，ツトムはみんなのようすをじっと眺める
だけでした。〔中略〕。翌日，ツトムはまたその
基地の一番高い所に登りました。なんともつま
らなそうで，いつもの元気がありません。その
うちに，積み木を使いたいと言う子どもが出て
きました。ツトムの積み木をチラっと見まし
た。『ずるいよね，自分ばっかりであんなに積
み木使って』『い～けないんだ，いけないんだ』
と子どもたちは口々にツトムに責め寄ります。

〔中略〕一人になっていたツトムに自分だけが
獲得していた積み木を友だちに譲る事が素直に
できるチャンス到来。ツトムは力一杯，自分の
基地を崩しました。他の子どもたちも「ワァー」
と歓声を上げてそれに加わりました。〔中略〕。
みんな１個ずつ積み木を持つと床を滑らせなが
ら動き回ります。〔中略〕。ツトムの気持ちにも
触れ，ツトムもみんなの気持ちが少し汲めまし
た。今までに見られなかった気持ちの通じ合い
が，わずかですが見えるようになって来たよう
でした。」３）
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このとき，友だちは，「ツトムが多くの積み木
を集めることは，自分が積み木を使うことをで

4

きなくさせている
4 4 4 4 4 4 4 4

」と，感じるようになってい
る。そこで，ツトムを「自分の積み木を使うこ
とをで

4

きなくさせる所の
4 4 4 4 4 4 4 4

，いけないことをする
4 4 4 4 4 4 4 4 4

子ども，ずるい
4 4 4

子ども，悪い
4 4

子ども」と認識す
る。このように認識すると，ツトムに対する，
怒り・攻撃性が湧いてくる。そこで，「自分ば
かりあんなに積み木を使って」，「いけないこと
をする子ども，ずるい子ども，悪い子ども」と
いう言葉を投げかける。
　ツトムは，寂しさを感じるときなぜ友だちは
自分と一緒に遊ぼうとしないのか感じ取ろうと
しているのだが，この言葉が投げかけられるこ
とにより，その友だちの思いにはっきりと気づ
かせられる。「友だちは，作りたいものを作り
たい，そのため積み木を使いたいと思ってい
る。しかし，自分が多くの積み木を集めてし
まったため使うことができなくなっている。友
だちはこのことを受け入れることができないの
で，一緒に遊ぼうとしないのだ」，と。
　また，ツトムは，寂しさを感じるとき，一緒
に遊ぶためにはどのようにかかわっていったら
よいか考えようとしているのだが，この言葉に
よって，次のことを考え出す。「一緒に遊ぶた
めには，自分の思いだけでなく，友だちの作り
たいものを作りたい，そのため積み木を使いた
いという思いも実現できるようにしたらよい。
言い換えれば，集めた積み木を崩し，友だちも
使うことができるようにしたらよい」というこ
とを考え出す。そして，実行に移す。すなわ
ち，自分から「力一杯，自分の基地を崩す」。
　友だちは，このツトムの行動を見て，そのと
きのツトムの思い，すなわち「一緒に遊びたい。
そのため基地を崩し友だちも使うことができる
ようにしたい」という思いを理解する。そして，
その思いを受け入れ，ツトムが崩した基地から
積み木を１個ずつ取り，「床に滑らせて」遊ぶ。
友だちが受け入れてくれたことにより，ツトム
も，積み木を取り，「床に滑らせて」遊ぶ。ツ
トムは，友だちと一緒に遊ぶことができる。
　ツトムは，このように，気づき，友だちと一

　保育室には大型のビニール製積み木が置いて
ある。子どもたちは，その中から自分の使いた
い積み木を取り，いろいろな形に見立て組み変
えながら遊んでいる。しかしそのあと，積み木
は一ヵ所に合体する。ツトムが形の良いロボッ
トや乗り物を作ろうと考え，みんなの積み木を
集めるのである。ツトムが作り終えると，みん
なはまた，自分の使いたい積み木を取りいろい
ろな形に見立てて遊ぶ。このことを繰り返す。
　この日，ツトムは，自分の思うようなものを
作りあげたい，そのため積み木が欲しいという
気持ちで，積み木を夢中で集め始める。しか
し，友だちは，１人２人とその場を離れてい
く。友だちは，自分の作りたいものを作りた
い，そのため積み木が欲しいと思うようになっ
てきているので，ツトムが積み木を集めてしま
うことを受け入れることはできない。受け入れ
ることができないので，一緒に遊ぼうとしない
のである。
　ツトムは，気づいた時には「大きな基地にポ
ツンと１人で」座っている。ツトムは，自分の
思うようなものを作りたいと思い，そして作り
上げたのだから，「作りあげた！」という喜び，
楽しさを感じるはずであるのだが，感じない。
むしろ，寂しさを感じる。ツトムは，基地に１
人座って寂しさを感じるとき，「１人で遊ぶの
は嫌だ，友だちと一緒に遊びたい！」と強く思
う。
　ツトムは，翌日，もう一度基地の１番高い所
に登る。しかし，このときも，友だちは一緒に
遊ぼうとしない。ツトムは，昨日にも増して，
寂しさを感じ，「一緒に遊びたい」と強く思う。
ツトムは寂しさを感じる中で，なぜ友だちは自
分と一緒に遊ぼうとしないのかその思いを感じ
取ろうとしたに違いない。また，寂しさを感じ
る中，一緒に遊ぶためにはどのようにしたらよ
いのか，考えようとしたに違いない。
　友だちは，このとき，自分の作りたいものを
作りたい，そのため積み木を使いたいと思って
いる。それゆえ，ツトムが多くの積み木を集め
ることを受け入れることはできないので，一緒
に遊ぼうとしない。だが，これだけではない。
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た。そこで，Ｂが使っているのにもかかわら
ず，その積み木を一方的に取ってしまったよう
である。
　しかしＡは，一方的に取ってしまったあと，
取ってしまったことを謝り，Ｂに返そうとして
いる。Ａがこのようにする，その時のＡの心の
動きについては何も述べられていないが，Ａ
は，Ｂが使っている積み木を取ろうとしたと
き，Ｂが感じていることに直に触れ，感じ取っ
たのではないだろうか。おそらくその時Ｂは，

「自分が積み木で作ろうとしていたことが一方
的に踏みにじられた，傷つけられた」と感じて
いるだろう。また，「自分が先に積み木を使っ
ていたのにもかかわらず一方的に取られてし
まった，悔しい」と感じているだろう。その感
じていることに直に触れ，感じ取ったのではな
いだろうか。
　普通，子どもは，その子どもが内面で感じて
いることを感じ取ると，また，それを他人ごと
としてではなく，あたかも我がこと（自分のこ
と）のように感じると，その子どもを「大切に
したい」「大事にしたい」と思うようになる。
そして，その子どもを大切にするために，その
子どもが喜ぶことをしてあげたいと思うように
なる。あるいは――子どもは自分のしたいこと
を自分の力で実現すると喜ぶので――その子ど
もがしたいと思っていることを自分の力で実現
することを援助してあげたいと思うようにな
る。
　Ａも，Ｂが感じていることを感じ取り，また
あたかも我がことのように感じると，Ｂを「大
切にしたい」と思うようになり，「大切にする
ために，積み木を一方的に取ってしまったこと
を謝りたい」「大切にするために，Ｂが作りた
いものを作り上げるよう援助したい」「援助す
ることとして，取った積み木を返したい」と思
うようになったのではないだろうか。
　Ａは，自分から，取ってしまったことを謝
り，取ってしまった積み木を返そうとする。
　だがしかし，Ａがまさにそのことをしようと
する，そのとき，Ａに，「自分の作りたいもの
を作り上げたい，そのためその積み木を使いた

緒に遊びたいと思い，考え，考え出し，実行に
移すことによって，友だちと遊ぶことができ
る。ツトムが，友だちと一緒に遊ぶことができ
るとき，ツトムは，「自分は，気づき，友だち
と一緒に遊びたいと思い，考え，考え出し，実
行に移した（気づき，思い，考え，考え出し，
実行に移す自分になった），そしてそのことに
よって，友だちと一緒に遊ぶことができた（遊
ぶことができる自分になった）」と自分を認識
する。ツトムがこのように自分を認識すると
き，ツトムは強い喜びにつつまれる。

（２）Ａ　４歳児クラス　11月
　香川大学教育学部付属幼稚園，「研究紀要」
に載せられている事例である。
　幼稚園。「11月のある日のこと，４歳児のＡ
が，緊張した面もちで，私と一緒にいた３歳児
のＢのところにやってきました。そして，真っ
赤な目でＢをまっすぐに見つめ，「さっきは（Ｂ
が使っていた積み木を取って）ごめん。積み木
をかしてください」と，ふりしぼるような声で
思いを伝えました。ＢもまっすぐにＡを見つめ
返しています。Ｂは，私に「Ａ君がぼくの使っ
ていた積み木を取った」と悔しい思いを何度も
訴えていたところであり，傍でいた私は，Ａ
の切ない程のどうしても積み木を使いたいとい
う思いを感じるとともに，Ｂの自分が先に積み
木を使っていたのにという当然の悔しい思いも
分かり，『Ｂはどう返事をするだろうか・・・』
と，心揺れながら傍らで見守りました。そして
少しの間の後，Ｂは，いいよ」とまっすぐな目
で応えたのでした。その後，Ａは，やりたかっ
た積み木での遊びを十分に満喫し，Ｂも気持ち
が吹っ切れたようで，自分から他の遊びにかか
わっていきました。」４）

　Ａは，３歳児クラスのＢの使っていた積み木
を一方的に取ってしまったようである。Ａが積
み木を使って何かを作ろうとしていた。Ｂも積
み木を使って何か作ろうとしていた。そして，
Ａが，自分の作ろうとしているものを作り上げ
るためにある積み木がどうしても欲しくなっ
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い」という思いが生じてくる。この思いは，Ａ
が最初持っていた思いである。この思いが，Ａ
がＢを大切にしようとする，援助しようとす
る，積み木を返そうとする，そのとき，Ａに，
再び，現れてくる。そこで，Ａは，その思いを
実現しようとする。しかし，その思いを実現し
ようとすると，そのとき，このことによって
は，Ｂを大切にしようとする，援助しようとす
るさいに感じられていた喜び，満足感は感じら
れない，と感じる。Ａがこのように感じると，
Ａの中に，再び，「Ｂを大切にしたい，援助し
たい，積み木を返したい」という思いが生じて
くる。そこで，Ａは，その思いを実現しようと
する。しかし，Ａがその思いを実現しようする
と，そのことによっては「自分の作りたいもの
を作り上げる」という喜び，満足感は感じられ
ない，と感じる。このように感じると，Ａの中
に，再び，「自分の作りたいものを作り上げた
い，そのためその積み木を使いたい」という思
いが生じてくる。・・・・。
　Ａは，このようにして，「Ａを大切にする，
援助する，積み木を返す」ということと「自分
の作りたいものを作り上げる，積み木を使う」
ということ，この両者の間を激しく揺れ動く。
だが，Ａは，このように激しく揺れ動きながら
も，両者を両立させるあり方を考えていこうと
する。そして考え出す。Ａが考え出したあり方
は，「Ｂを大切にする。取ってしまったことを
謝る，Ｂの作りたいものを作り上げることを援
助する。積み木を返す」ということをする。だ
が，その前

4

に，積み木を貸してもらう。積み木
を貸してもらい「自分の作りたいものをその
積み木を使って作り上げる」。そしてその後

4

，
取った積み木を返す，というものである。
　だが，これは，すんなりと考えだされたもの
ではないだろう。二つの思いの間を激しく揺れ
動くなかで，つまり激しく葛藤するなかで，考
え出されたに違いない。Ａが自分の思いをＢに
伝えるとき，「真っ赤な目でＢをまっすぐ見つ
めて伝えた」と述べられている。両立させるあ
り方を考え出すさいの葛藤がいかに大きかった
か，そのときＡが「真っ赤な目」をしていたと

いうから伺うことができる。
　Ａは，このように両者を両立させるあり方を
自分から考え出す。考え出すと，自分から，Ｂ
に伝えようとする。まず「さっきはごめん」と
自分が一方的に取ってしまったことを謝る。次
に――言葉に出しては言わないのだが――「Ｂ
を大切にしたい。大切にしたいので援助した
い，そのため積み木を返したい」ということを
心の中で言い，そしてこのことを言ったという
ことを前提にして，「積み木を貸して下さい」
と言葉で言う。
　このように言われたＢは，どうしただろう
か。一方的に取られてしまったのだから，また
傷つけられたと感じているのだから，Ａから

「貸して」と言われても「そんなことはできな
い」と思っただろう。ところが，Ｂは，「いい
よ」と言っている。Ｂは，なぜ「いいよ」と言っ
たのだろうか。Ａが謝ったことによって，Ａの
一方的に取ってしまったことを許すという気持
ちになったということが考えられる。しかし，
それだけではないだろう。Ａが「さっきはごめ
ん。積み木を貸して下さい」とふり絞るような
声で伝えたとき，このＡの思いに直に触れ，そ
の思いを感じ取ったのではないだろうか。そこ
で，「Ａを大切にしたい，Ａが作りたいものを
作り上げることを援助したい，積み木を貸した
い」と思ったのではないだろうか。
　ＢがＡを受け入れたことにより，Ａは，二つ
の思いを実際に両立させていく。すなわち，ま
ず最初に自分の作りたいものを，貸してもらっ
た積み木を使って作り上げる。作り上げると
き，「作り上げた！」という喜び，満足感を感
じる。そして，作り上げた後，今度はＢを大切
にしようとする。Ｂを大切にしようとしてＢに
積み木を返す。Ａが返すことによって，Ｂは積
み木を使って作りたいものを作り上げることが
できる。Ｂは，喜ぶ。そのＢの喜びがＡにとっ
ても喜びとなるとき，Ａは，Ｂを「大切にする」

「助ける」という喜び，満足感に満たされる。

　この時期のツトムという子ども，またＡとい
う子どもが，一方的に取ってしまう・・・とい

－93－



う場面において，どのようなことを行うのか，
考察してきた。だが，この時期の子ども，ツト
ムやＡだけではない。あきもまた，４歳児クラ
ス４，７，10月に――この時期の子どもが行っ
ているのと全く同じように――行う。

（３）あき　４歳児　４月　７月　10月
（イ）あき　４歳児クラス　４月　――事例12
に見ることができるように――４歳児クラスに
進級した４月のある日，保育室では３人の女の
子が病院ごっこをし，新しい玩具（注射器，聴
診器など）を使っているのを見た。あきは，そ
れ見て，「自分も病院ごっこをしたい」「その玩
具を使いたい」と思った。あきは，その思いか
ら，「病院ごっこコーナーに両手を広げて立ち

『だめ！私がいいというまでさわったらだめ』
と叫ぶ」。３人は，既にそれを使って遊んでい
たので，「『どうして？私たち，遊んでるのに』
と反論」し，取り返そうとする。が，あきは，

「両手を広げて『とったらいかん！』と叫ぶ」。
３人の子どもは，取り返すのをあきらめ，その
場を離れ，別の場所でままごと遊びを始めた。
　あきは，玩具を手に入れた。あきは，玩具を
手に入れたとき，「手に入れた！やった！」と
喜んだに違いない。さっそく，それを使って

「病院ごっこをしたい」と思う。あきは，これ
まで友だちと一緒に遊ぶ楽しさを経験してきて
いるので，この病院ごっこも，友だちと一緒に
遊びたいと思う。しかし，さきほどの３人はそ
の場を離れ，別の場所で遊んでいる。友だち
と一緒に遊びたいのだが，結局，１人で遊ば
ざるをえなくなる。あきは，「注射しましょう
か」「お熱は？」と取ったその玩具を使いなが
ら，１人，病院ごっこをして遊ぶ。しかし，自
分が使いたかった玩具を使って遊んでいるので
楽しいはずであるのだが，楽しさは感じられな
い。むしろ，寂しさ，むなしさを感じる。あき
は，少し離れた所で一緒に楽しそうに遊んでい
る３人の様子を「横目でちらちら」と見る。そ
の楽しそうな様子を見ると，さらに寂しさ，む
なしさを感じる。あきは「大きなため息」をつ
く。そして，１人でその病院ごっこをすること

を，やめてしまう。
　あきは，このように，１人で遊ばざるをえな
くなり，１人で遊ぶことがいかに楽しくない
か，むしろ，寂しさ，むなしさを感じる，とい
うことに気づかされる。１人で遊び，１人で遊
ぶ寂しさ，むなしさに気づかされることによっ
て，あきは，「友だちと一緒に遊びたい！」と，
さらに強く思うようになる。
　また，あきは，１人で遊び，１人で遊ぶ寂し
さ，むなしさに気づかされたとき，なぜ，この
ようになったのか，振り返って考えようとした
に違いない。「自分は新しい玩具を見て，使い
たいと思った。その思いから一方的に取ってし
まった。だが，取られた３人は傷つけられたと
感じ，あきの取ってしまうことを受け入れるこ
とはできない。それゆえ，一緒に遊ぼうとしな
くなったのだ」と，取られた３人の思いに，気
づく。
　あきは，ここでさらに強く思うようになった

「友だちと一緒に遊びたい」という思いを胸に，
このあと，いろいろな友だちにかかわっていこ
うとする。
（ロ）あき　４歳児クラス　７月　事例17に見
ることができるように，この日，保育室の病院
コーナーでは，４人の女の子たちが病院ごっこ
をしていた。その様子を見て，あきは，自分も
病院ごっこをしたい，そしてできれば自分がし
たいと思っているお医者さんの役を取りたい，
と思う。
　これまで，あきは――このような場面に入っ
たとき――病院ごっこをしたい，お医者さんの
役を取りたいと思うと，その思いから一方的に
取るということをしていた。だが，あきは，こ
こでは，そういうことはしない。友だちと一緒
に遊びたいと強く思っているのだろう，一緒に
遊ぶためにはどのようにかかわればよいのか，
考えようとする。そして――お医者さんの役を
取りたいと思い，その思いから役を一方的に
取っていくことはせず――まず相手の子どもが
どんな役を取っているのか理解する，そして相
手の子どもがまだ取っていない役を受け入れ，
自分の役として取る，ということを考え出す。
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　あきが，このようなことを考え出す，その背
景は何であろうか。あきは，４歳児クラス４月
の経験から，自分の思いから一方的に取ること
をすると一緒に遊ぶことができなくなる，いう
ことに気づいている。そこで，自分の思いから
一方的に取ることはしない，取ることを抑制す
る，ということを考え出したのではないだろう
か。また，あきは，４歳児クラス５月（事例
15）に，相手の子どもがどのようにしているの
かまず理解し，相手から教えてもらうという仕
方で相手のしていることを受け入れると，一緒
に遊ぶことができるようになるということを経
験している。この経験から，あきは，相手の子
どもがどんな役を取っているかまず理解し，そ
して相手がまだ取っていない役を取る，という
ことを考え出したのではないだろうか。
　あきは，このように，一緒に遊ぶためには，
相手の子どもがどんな役を取っているのか理解
し，まだ取っていない役を取る，ということ
を考え出す。そしてそれを実行に移す。あき
は，「みんな何しよん」と聞く。４人は，「わた
したち，看護婦さん」，「わたしはお母さん」と
答える。これを聞いてあきは，自分が取りたい
と思っていたお医者さんの役をまだ誰も取って
いないということを知る。あきは，嬉しかった
に違いない。「にっこりと笑う」。そして，あき
は，まだ誰も取っていないお医者さんの役を取
ろうとする。あきは，「わたし，お医者さんに
なっていい？」と聞く。あきがお医者さんの役
を取ろうとすることは――相手の子どもにどん
な役を取っているのか聞き，まだ取っていない
役を取るという仕方で取っているので――４人
から受け入れられる。４人は，「いいよ」と答
える。
　４人から受け入れられることにより，あき
は，お医者さんの役を取り演じる。お母さん役
を取ったＦが，「この子，熱があるんです」と
赤ちゃんをベッドに寝かせる。お医者さんの役
を取ったあきが，「これは風邪ですね」と注射
する。あきは，友だちと一緒に遊ぶことができ
る。
（ハ）あき　４歳児クラス　10月　事例18に見

ることができるように，Ｇ，Ｈ，Ｉの３人が
ビー玉を転がす遊びをしている。あきは，その
様子を見て，友だちがどんな遊びをしている
か，どんな役をどのようにしようとしている
か，理解しようとする。
　これまでのあきだったら，やはりこうした場
面に入ると，ビー玉遊びをしたい，ビー玉を欲
しいと思い，その思いから一方的に取るという
ことをしていただろう。だが，ここでは，そう
ではない。７月の場面と同じように，―緒に遊
ぶためにはどのようにかかわっていったらよい
のか，考えようとする。――ビー玉を転がす役

（ビー玉）を取りたいと思って一方的に取って
いくということはせず――相手の子どもがどん
な遊びをしているのか，どんな役をどのように
しようとしているのか理解しようとする。
　ここで，あきが，このようにする背景は何で
あろうか。一つは，やはり，４歳児クラス４月
の経験であろう。あきは，この経験を通して，
自分の思いから一方的に取ってしまうと一緒に
遊ぶことができなくなる，ということに気づ
く。この気づきにもとづき，あきは，この場面
で，自分の思いから一方的に取ってしまうこと
を抑制しようとする。もう一つは，４歳児クラ
ス７月の経験であろう。ここで，あきは，相手
がどのような役を取っているかまず理解し相手
がまだ取っていない役を取ると一緒に遊ぶこと
ができるようになるということを経験する。そ
こで，この場面では，相手がどんな遊びをして
いるかどんな役をしているのかまず理解しよう
とする。
　あきが，友だちがどんな遊びをしているかど
んな役をしているのか見ていると，３人はビー
玉をどれだけ遠くに転がすことができるか競争
することを始める。競争するためにはビー玉を
転がすさいのスタートを揃えなければならない
が，なかなか揃わない。Ｇがそれに気づいて

「みんな早すぎ，いっしょにスタートして」と
言う。この様子を見て，あきは，この問題を解
決するためにはどうしたらよいか考える。テレ
ビなどで旗を振ってスタートを合わせるとい
う場面を見ているのだろう。「旗を振りそれを
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合図としてスタートを合わせる」ということを
考え出す。あきは「いいこと考えた！」と言
う。まず旗を作る。そして，自分が考えだした
旗を振ってスタートの合図をするという役を取
ろうとする。あきは「私がよーいドン言うたら
転がしてよ」と言う。あきがこの役を取ろうと
することは――スタートが揃わない，そのため
この遊びを続けることができないという問題を
解決する役であるので――３人から受け入れら
れる。Ｇが，「あきちゃん，ええこと考えたな，
すごいやん」と言う。３人から受け入れられた
ので，あきは，この役を実際に取り演じる。あ
きは，旗を振ってよーいドンの合図を送る。３
人は，あきの合図に合わせて，一斉にビー玉を
転がす。あきは，友だちと一緒に遊ぶことがで
きる。

　同時期のツトムやＡに引き続いて，あきが，
一方的に取ってしまう・・・・という場面にお
いて，どのようなことを行うのか，考察してき
た。あきは，この時期の子どもが行うのと全く

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

同じように
4 4 4 4 4

，だが，独自の仕方で
4 4 4 4 4 4

，このことを
行う。あきは，４歳児クラス４月に，再び，一
方的に取ってしまうということをする。だが，
一方的に取ってしまうことにより，「一緒に遊
ぼうとしない」という相手の思いに気づかせら
れる。また，１人で遊ばなければならなくな
り，１人で遊ぶことがいかに寂しいか，気づか
される。あきは「友だちと一緒に遊びたい」と
より強く思うようになる。あきは，この強く
なった思いを胸に，７，10月，友だちにかか
わっていこうとする。あきは，一緒に遊ぶた
めにはどのようにかかわったらよいか考える。

「相手の子どもがまだ取っていない役を取れば
よい」，また「旗を振ってスタートを合わせる
という役を取ればよい」ということを考え出す。
そして，実行に移す。あきは，このようなこと
を行うことにより，友だちと一緒に遊ぶことが
できる。友だちと一緒に遊ぶことができると
き，あきは，「自分は，気づき，友だちと一緒
に遊びたいと思い，考え，考え出し，実行に移
した（気づき，思い，考え，考え出し，実行に

移す自分になった），そして，そのことによっ
て，友だちと一緒に遊ぶことができた（遊ぶこ
とができる自分になった）」と自分を認識する。
あきがこのように自分を認識するとき，あき
は，強い喜びにつつまれる。
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